
2023 年 2 月 11 日(土・祝日）

　第２７回　在宅ケアネットワーク栃木 総会 

COVID-19 は、私たちの生活や経済活動に大きな影響を及ぼしました。 

　医療と介護も例外ではなく、今後ますます ICT の活用が検討されなければなり

ません。在宅医療への ICT の活用と、COVID-19 対応の先進事例として、今話

題の超法人・超地域の医療集団、社団法人「KISA2 隊」の活躍をご紹介したいと

思います。 

総合司会 （鶴岡優子世話人） 

１）「テクノロジーがつなぐとちぎの在宅ケア」（10:00～12:15）

① 開会挨拶 （村井邦彦世話人）

② 基調講演、座長：村井世話人

「どこでも連絡帳（MCS）のこれまでとこれから」趙達来世話人、

③ KISA2隊の活動から見えてくること、座長：趙世話人

・（社）KISA2隊・京都 「KISA2隊の軌跡」 

医療法人双樹会 よしき往診クリニック 守上佳樹先生（Zoom） 

・（社）KISA2隊・大阪 「KISA2隊大阪の取り組みと志  

〜地域の多職種をつなぐ仕組みと仕掛け〜」 

KISA2隊大阪 隊長、葛西医院 院長 小林正宜先生 

・（社）KISA2隊・京都 「在宅コロナチームコーディネーターの役割と課題」 

北上在宅医療支援センター 渡邊西賀茂診療所 

 訪問看護認定看護師 村上成美先生  

・（社）KISA2 隊・栃木

「クラスター60 施設の応援に奔走した男が語る、 

クラスターを乗り切れる施設にする工夫・ヒント」

株式会社 STAYGOLD company 介護福祉士 横木 淳平先生 

２）休憩 12:15～13:15 大会参加費（兼）年会費:500円（定員200名）
会員でない方は、当日会場で入会手続きをお願いします。
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第 1 回ブロックフォーラム in とちぎ 公益財団法人在宅医療助成勇美記念財団主催 

「わが街の在宅ケア～栃木から全国に伝えたいこと～」（13:15～15:30）

総合司会：黒崎史果世話人、パネルディスカッション座長：太田秀樹代表世話人 

⑦ 2024年開催告知 （黒崎史果世話人）

⑧ 閉会挨拶 （髙橋昭彦世話人）

会場案内図

自治医科大学・自治医科大学附属病院 地域医療情報研修センター
〒329-0498 栃木県下野市薬師寺3311-1
ＪＲ宇都宮線：「自治医大駅」下車、徒歩10分

＊自家用車でお越しの際には「病院駐車場」をご利用ください。（駐車券

は会場にご持参ください）

① 「つるカフェ 10 年亀の歩み」                                      （つるカフェ代表 鶴岡優子さん）

② 「みぶの会/これからの在宅医療における特定行為研修修了看護師の役割」
（訪問看護ステーョンみぶ 下川陽美さん）

③ 「こみけん２０年～地域包括ケアの構築を目指して～」
（蔵の街コミュニティケア研究会代表世話人 大澤光司さん）

④ 「うりずんと栃木県医療的ケア児等支援センターくくるん」

 （NPO 法人うりずん　理事長  髙橋 昭彦さん）

⑤ 「食で支える生き方と尊厳」
    （とちぎ栄養ケアネットワーク／栃木県栄養士会地域食支援  ネッワーク　村井邦彦さん）

⑥ 「『チームオレンジ』活動を活かした地域のつながりについて」

 （NPO 法人風の詩 理事長  永島徹さん)

お申し込みは＊パネルディスカッション 

①QRコード⇒�

②FAXなら
0285-84-6060

まで
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